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ポイント

◆

大
規
模
重
視
か
ら
の
脱
却

◆

通
信
基
盤
整
備
が
急
務

◆

土
地
の
多
様
性
意
識
を

溝
口
勝

東
大
大
学
院
教
授

み
ぞ
ぐ
ち
・
ま
さ
る

１
９
６
０
年
栃
木
県

生
ま
れ
。

年
東
大
農
学
部
卒
、

年
同
博
士

課
程
中
退
、
農
学
博
士
。
三
重
大
農
学
部
助
手

を
経
て
現
職
。

年
前
か
ら
農
地
の
土
壌
水
分

や
画
像
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
集

め
て
活
用
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
実
験
を
行
い
、
現
在
は

そ
の
技
術
を
使
い
福
島
復
興
に
取
り
組
む
。

最
近
、
ス
マ
ー
ト
農
業
と
い
う
言
葉

が
元
気
で
あ
る
。
内
閣
府
が
主
導
す
る

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
Ｉ
ｏ
Ｔ
＝
や
人
工
知

能
＝
Ａ
Ｉ
＝
な
ど
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
経
済
発
展
と
社
会
的
問
題
を

解
決
し
、
人
間
が
質
の
高
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
）
の
国
策
に
う

ま
く
乗
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
を
中
心
と
す
る

大
企
業
が
集
合
し
て
、
あ
た
か
も
日
本

の
農
業
問
題
は
ス
マ
ー
ト
化
を
進
め
る

こ
と
で
解
決
で
き
る
か
の
ご
と
く
勢
い

づ
く
一
方
で
、
実
際
に
農
業
を
し
て
い

る
農
家
に
は
、
具
体
的
に
何
が
で
き

て
、
将
来
の
農
業
が
ど
う
な
る
の
か
、

理
解
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

そ
も
そ
も
導
入
コ
ス
ト
が
高
過
ぎ
て

〝
普
通
の
〟
農
家
に
は
関
係
な
い
と
思

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆

◆

農
水
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ス

マ
ー
ト
農
業
を
「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
て

超
省
力
・
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
新

た
な
農
業
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ス
マ

ー
ト
農
業
の
背
景
に
は
、
将
来
的
な
労

働
力
不
足
と
経
営
耕
地
面
積
の
拡
大
が

あ
り
、
現
在
は
作
業
条
件
の
良
い
大
規

模
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
や
農
業
用
ハ
ウ

ス
を
対
象
に
し
た
企
業
向
け
の
技
術
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
来
年
度
以
降
は
、
「
ス
マ

ー
ト
農
業
加
速
化
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム

（
５
Ｇ
）
な
ど
の
先
端
技
術
を
使
っ
て

２
０
２
５
年
ま
で
に
農
業
の
担
い
手
の

ほ
ぼ
全
員
が
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
宣
言
し
て
い
る
。

果
た
し
て
、
こ
の
先
に
何
が
あ
る
の

か
？

筆
者
に
は
、
無
人
の
農
村
の
大

規
模
農
場
で
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業
す

る
光
景
し
か
浮
か
ば
な
い
。
そ
れ
は
、

農
場
で
な
く
工
場
で
あ
る
。
そ
れ
が
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
す
る
農
業
な

の
だ
ろ
う
か
？

日
本
の
国
土
は
狭
い

今
の
ス
マ
ー

ト
農
業
は
北
海
道
で
は

使
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
普
通
の
農
産
物
を

作
っ
て
い
て
は
米
国


オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

中

国
な
ど
に
は
太
刀
打
ち

で
き
な
く
な
る


モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア

に
位
置
す
る
日
本
の
農

業
の
特
徴
は
、
弥
生
時

代
か
ら
続
く
水
田
稲
作

で
あ
る
。
減
反
政
策
に

よ
り
生
産
調
整
が
図
ら

れ
て
い
た
が
、
品
種
改

良
、
水
管
理
、
土
地
改

良
な
ど
、
日
本
の
稲
作

技
術
は
先
人
た
ち
の
知

恵
の
宝
庫
で
あ
り
、
工

夫
次
第
で
国
際
競
争
力

も
高
い
と
い
え
る
。
そ

の
た
め
、
田
植
え
後
の
水
管
理
作
業
を

軽
減
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て

遠
隔
で
給
水
栓
を
操
作
す
る
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
現

状
で
は
既
存
の
携
帯
用
電
波
が
届
く
範

囲
で
し
か
使
え
な
い
。
ま
た
、
圃
場
の

耕
作
や
代
か
き
用
の
無
人
自
動
走
行
ト

ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
、
稲
の
生
育
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
用
の
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無

人
飛
行
機
）
な
ど
も
開
発
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
新
し
い
農
業
ロ
ボ
ッ
ト

が
、
農
村
地
域
の
高
度
通
信
網
に
つ
な

が
る
と
さ
ら
な
る
威
力
を
発
揮
す
る

が
、
残
念
な
が
ら
現
状
で
は
農
村
地
域

の
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
付
い
て

い
な
い
。
こ
れ
ま
で
総
務
省
が
面
積
で

な
く
人
口
カ
バ
ー
率
で
通
信
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
総
務
省
は

年
ま

で
に
全
国
を

㌔
四
方
で
５
Ｇ
の
基
地

局
を
整
備
す
る
計
画
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
携
帯
電

話
の
電
波
す
ら
入
ら
な
か
っ
た
農
村
地

域
で
も
５
Ｇ
の
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
５
Ｇ
は
、
超
高
速
・

超
低
遅
延
・
多
数
同
時
接
続
を
可
能
に

す
る
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
＝
図
＝
で
、

圃
場
内
の
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
ほ
ぼ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
通
信
で
操
作
で
き
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
総
務
省
が
担
当
す
る
の
は

基
地
局
整
備
ま
で
で
、
そ
こ
か
ら
圃
場

ま
で
の
整
備
は
農

水
省
が
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ

の
際
、
圃
場
整
備

事
業
で
農
業
用
排

水
網
や
農
道
網
の
整
備
に
併
せ
て
光
ケ

ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る
の
か
、
５
Ｇ
基
地

局
か
ら
無
線
で
展
開
す
る
の
か
、
あ
る

い
は
基
地
局
に
は
接
続
せ
ず
に
農
家
だ

け
が
使
え
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
に
す
る

か
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
通
信
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
先
に
は
農
業
デ
ー
タ

の
所
有
権
の
問
題
が
あ
る
。

年
４
月

に
農
研
機
構
が
農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤

（
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
が
、
農
業
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
は
農
業

機
械
メ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
に
と
っ

て
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
化
が
狙

え
る
分
野
で
あ
る
た
め
、
国
の
研
究
機

関
が
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
の
運
用
を
独
占
す
る

こ
と
に
疑
問
の
声
も
あ
る
。

◆

◆

今
、
農
業
生
産
を
安
定
的
に
営
み
、

地
域
社
会
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
貢

献
す
る
存
在
と
し
て
家
族
農
業
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
家
族
農
業
は
「
家
族
が

経
営
す
る
農
業
、
林
業
、
漁
業
・
養

殖
、
牧
畜
で
あ
り
、
男
女
の
家
族
労
働

力
を
主
と
し
て
用
い
て
実
施
さ
れ
る
も

の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

年
の
国

際
家
族
農
業
年
を
経
て
、

年
の
国
連

総
会
で

～

年
を
国
連
の
家
族
農
業

の

年
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

農
業
は
、
土
地
を
利
用
し
て
作
物
を

栽
培
し
、
ま
た
は
家
畜
を
飼
養
し
、
衣

食
住
に
必
要
な
資
材
を
生
産
す
る
産
業

で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
①
土
壌
の
肥

沃
（
ひ
よ
く
）
度
や
面
積
な
ど
の
土
地

条
件
②
気
象
や
水
利
な
ど
の
自
然
条
件



に
制
約
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
条
件
は
中
山
間
地
域
の
多
い
日

本
で
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
先
人
た
ち

は
そ
の
多
様
性
を
生
か
し
、
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
を
克
服
し
、
棚
田
稲
作
、

果
樹
栽
培
、
和
牛
な
ど
、
日
本
独
自
の

農
業
技
術
や
農
村
文
化
を
育
ん
で
き

た
。
日
本
が
目
指
す
べ
き
は
、
む
し
ろ

こ
う
し
た
多
種
多
様
な
農
業
を
対
象
に

し
た
、
小
回
り
の
利
く
家
族
農
業
を
支

援
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
で
あ
ろ
う
。

農
水
省
は
、
生
命
を
支
え
る
「
食
」

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
環
境
」
を
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
を
使
命
と
し
て
い
る
。
今
の
ス
マ
ー

ト
農
業
開
発
は
と
か
く
食
料
生
産
だ
け

を
強
調
し
て
い
る
が
、
通
信
イ
ン
フ
ラ

を
都
市
部
と
同
等
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
し
い
多
様
な
価
値
観
を
持

つ
小
規
模
農
家
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

自
由
に
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
い
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト

な
農
村
づ
く
り
も
同
時
に
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
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